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頁 場所 誤 正

3 和事象と積事象の説明文 この和事象と積事象を内包

的記法で表すと

この和事象と積事象をそれ

ぞれ内包的記法で表すと

26 定義 2.1.4 (2.3)で与えられる離散分布

があって，

(2.3)で与えられる離散分布

が存在して，

33 定義 2.1.6 ある密度関数 f(x) があっ

て，

ある密度関数 f(x)が存在し

て，

54 注意 2.3.5 ここで，x∧yは xと yの小

さい方，x∨yは xと yの大

きい方とした．

ここで，x∧yは xと yの最

小値，x ∨ y は xと y の最

大値である．

55 演習 2.2 約何 cm以上あればよいか

答えよ (表 C.1 を利用する

こと)．

約何 cm以上あればよいか

答えよ．(表C.1を利用する

こと．)

55 演習 2.3 aは整数とし， aは −1と異なる整数とし，

55 演習 2.6 ただし a∨ bは，a ≥ bのと

きは aであり，a ≤ bのと

きは bである．

ただし，a∨ bは aと bの最

大値である．

60 系 3.2.1の証明 ここで，a∧ bは aと bの小

さい方，a∨ bは aと bの大

きい方とした．

ここで，a∧ bは aと bの最

小値，a∨ bは aと bの最大

値である．

64 定義 3.2.4 ある同時密度関数 f(x, y)

があって，

ある同時密度関数 f(x, y)

が存在して，

67 定理 3.2.1 [証明] さらに，Xと Y が独立であ

れば，Xと Y の周辺密度関

数 g(x)と h(y)に対して，

さらに，Xと Y が独立であ

れば，X, Y の周辺密度関数

g(x), h(y)に対して，

74 例 3.2.4 このことから，相関の強

弱を −1以上かつ · · ·
このことから，相関の強

弱は −1以上かつ · · ·
98 演習 3.1 ただし X1 ∨ X2 は，X1 ≤

X2 のときは X2 であり，

X1 ≥ X2 のときは X1 で

ある．

ただし，X1 ∨X2 は X1 と

X2 の最大値である．

99 演習 3.6 ただし，X ∧ Y は X と Y

の小さい方，X∨Y はXと

Y の大きい方とする．

ただし，X ∧ Y は X と Y

の最小値，X∨Y はXと Y

の最大値である．

118 定理 5.1.3 実数 µと正の定数 K < ∞
があって，

実数 µと正の定数 K < ∞
が存在して，
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頁 場所 誤 正

124 命題 5.2.1の証明 ただし，N1 ∨ N2 は N1 と

N2 の大きい方とする．

ただし，N1 ∨ N2 は N1 と

N2 の最大値である．

158 7.1節 このように，H0を棄却する

か，受容するかの判定を行

うことを

(改行に伴う空白)このよう

に，H0を棄却するか，受容

するかの判定を行うことを

169 (7.50)式 T̃n: =

√
n(pn − p)√
p(1− p)

T̃n =

√
n(pn − p)√
p(1− p)

178 定理 A.2.1の証明 ここで，k ∧ lは kと lの小

さい方，k ∨ lは kと lの大

きい方とする．

ここで，k ∧ lは kと lの最

小値，k ∨ lは kと lの最大

値である．

179 補題 A.2.1 ここで，k ∧ lは kと lの小

さい方，k ∨ lは kと lの大

きい方とする．

ここで，k ∧ lは kと lの最

小値，k ∨ lは kと lの最大

値である．

208 A.17 直行行列の基本性質・

正規直交化法

定理 6.1.2 (基本的な統計

量の標本分布に関する結果)

で証明で必要となる，「直

交行列の基本性質」(命題

A.17.1)と

定理 6.1.2 (基本的な統計

量の標本分布に関する結

果)の証明で必要となる「直

交行列の基本性質」(命題

A.17.1)と
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